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解
題
一
本
書
は
、
正
宗
敦
夫
氏
の
所
蔵
本
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
七
年
十
月
、
本
学
に
移
管
さ
れ
、
現
在
は
特
殊
文
庫
の
正
宗
敦
夫
文
庫
に
属
し
て
い
る
。
そ
れ
以
前
は
、
も
と
播
州
龍
野
藩
主
、
脇
坂
家
の
蔵
書
で
あ
っ
た
と
伝
え
聞
く
。
本
書
は
巻
子
本
で
、
縦
が
二
四
糎
、
横
が
九
〇
六
・
五
糎
で
あ
っ
て
、
原
表
紙
は
、
萌
黄
地
七
宝
散
ら
し
金
襴
緞
子
、
補
修
表
紙
は
、
紺
地
杜
丹
七
宝
金
襴
緞
子
で
あ
る
。
巻
軸
は
象
牙
、
見
返
し
は
金
銀
箔
砂
子
雲
霞
描
。
題
簽
は
「
鳥
居
小
路
経
厚
名
所
百
首
和
歌
」
と
あ
り
、
原
表
紙
に
貼
付
す
る
。
本
文
料
紙
は
鳥
の
子
、
墨
付
枚
数
は
二
二
枚
、
前
書
と
奥
書
を
有
し
て
い
る
。
一
面
の
行
数
約
二
八
行
、
和
歌
は
一
行
書
で
、
一
行
の
字
数
は
二
〇
〜
三
〇
で
あ
る
。
室
町
期
書
写
。
経
厚
講
『
名
所
百
首
和
歌
聞
書
』
は
、
鳥
居
小
路
経
厚
が
師
堯
恵
の
定
家
詠
名
所
百
首
に
つ
い
て
の
講
義
を
弟
子
に
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
奥
書
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。
右
百
首
者
以
師
説
所
申
入
之
」
御
聞
書
也
一
覧
之
処
大
方
雖
無
相
違
」
短
才
之
言
上
非
無
恐
憚
深
被
制
外
」
見
而
己
」
享
禄
元
年
十
月
廿
八
日
」
法
印
経
厚
上
こ
れ
に
よ
る
と
、
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
十
月
二
十
八
日
に
書
か
れ
て
い
る
。
経
厚
の
五
十
三
歳
の
時
で
あ
る
。
師
の
堯
恵
は
三
〇
年
も
前
に
故
人
に
な
っ
て
い
る
が
、
経
厚
が
慶
玉
丸
と
呼
ば
れ
た
若
い
頃
に
、
堯
恵
か
ら
聞
い
た
名
所
百
首
の
注
を
、
後
年
に
弟
子
の
尊
鎮
に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
が
こ
の
一
巻
で
は
な
か
ろ
う
か
。
奥
書
は
経
厚
の
筆
と
見
て
間
違
い
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
経
厚
の
自
筆
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
曼
殊
院
蔵
の
『
伊
勢
物
語
聞
書
』注
１
の
奥
書
が
あ
る
。
そ
れ
は
天
文
十
二
年
に
経
厚
が
講
じ
た
『
伊
勢
物
語
』
を
覚
恕
准
后
が
聞
書
し
た
も
の
で
、
そ
の
奥
書
は
六
十
八
歳
の
経
厚
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
名
所
百
首
』
の
奥
書
と
一
五
年
の
隔
た
り
が
あ
っ
て
、
六
十
八
歳
の
筆
跡
は
右
上
り
の
癖
が
や
や
極
端
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
大
体
同
一
の
筆
跡
と
認
定
で
き
よ
う
。
本
文
は
奥
書
に
比
し
て
さ
ら
に
若
い
筆
跡
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
奥
書
の
言
葉
か
ら
し
て
弟
子
の
だ
れ
か
が
聞
書
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
鳥
居
小
路
経
厚
が
、
青
蓮
院
の
庁
務
に
就
く
の
が
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
で
─ 77 ─
経
厚
講
『
名
所
百
首
和
歌
聞
書
』〈
解
題
と
翻
刻
〉
赤
羽
　
　
淑
　
島
村
佳
代
子
　
岸
本
　
恵
視
　
小
柴
　
良
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福
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佳
子
　
梅
原
　
香
世
　
大
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生
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高
橋
　
典
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あ
る
か
ら
、
そ
の
翌
年
に
こ
の
聞
書
は
成
っ
た
こ
と
に
な
る
。
経
厚
は
そ
の
後
、
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）
に
庁
務
を
退
く
ま
で
の
一
四
年
間
、
尊
鎮
に
和
歌
を
教
え
、
ま
た
歌
書
を
伝
授
し
て
い
る
か
ら
、『
名
所
百
首
』
を
伝
え
よ
う
と
し
た
相
手
は
尊
鎮
と
解
す
る
の
が
も
っ
と
も
自
然
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
当
時
尊
鎮
は
二
十
五
歳
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
な
お
、
巻
頭
の
「
享
禄
元
年
後
九
月
廿
三
日
対
」
は
、
講
釈
を
始
め
た
日
付
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
は
書
き
始
め
た
年
次
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
奥
書
の
「
享
禄
元
年
十
月
廿
八
日
」
に
対
し
て
約
一
ヶ
月
の
期
間
が
あ
る
の
で
、
講
釈
が
始
ま
っ
た
日
付
と
解
す
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
を
弟
子
の
だ
れ
か
が
清
書
し
て
経
厚
が
奥
書
を
書
い
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
整
然
と
書
き
留
め
ら
れ
た
巻
物
は
、
堯
恵
―
経
厚
―
尊
鎮
法
親
王
へ
と
継
承
さ
れ
る
正
式
な
伝
授
と
み
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
そ
の
学
統
は
か
な
り
高
度
な
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
十
分
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
二
ま
ず
、
巻
頭
に
こ
の
名
所
百
首
の
由
来
を
考
証
し
て
い
る
。「
凡
此
百
首
事
　
順
徳
院
御
代
詔
京
極
黄
門
令
」
撰
進
之
。
黄
門
又
殊
ニ
名
歌
ア
ル
所
々
ヲ
以
テ
被
」
奉
之
由
、
明
月
記
ニ
在
之
。」
と
し
て
『
明
月
記
』
の
該
当
部
分
を
つ
ぎ
に
引
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
建
保
三
年
九
月
十
日
、
順
徳
院
の
綸
言
を
蒙
り
、
定
家
は
「
本
歌
に
名
歌
の
体
有
る
所
々
」
の
名
所
を
書
き
進
ず
る
。
二
十
三
日
、
少
将
（
為
家
）
に
清
書
さ
せ
て
禁
裏
に
進
上
す
る
。
十
月
二
十
六
日
、
未
の
時
に
百
首
を
書
出
し
て
、
少
将
の
内
侍
に
付
け
進
ず
る
と
い
う
よ
う
に
、
名
所
百
首
成
立
の
経
緯
を
示
す
記
事
が
拔
き
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
裏
名
所
百
首
は
、
定
家
が
撰
出
し
た
二
五
国
の
名
所
百
題
に
、
定
家
・
家
隆
・
俊
成
女
ら
一
二
人
の
和
歌
一
二
〇
〇
首
が
詠
進
さ
れ
た
代
表
的
な
名
所
歌
で
あ
っ
て
、
定
家
は
久
び
さ
に
力
作
を
詠
み
、
と
く
に
恋
歌
が
順
徳
院
の
御
意
に
か
な
っ
て
い
る
。
こ
の
百
首
に
つ
い
て
の
批
評
や
注
釈
は
、
す
で
に
当
時
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
っ
て
、「
名
所
百
首
歌
之
時
家
隆
卿
内
談
事
」（『
衣
笠
内
府
歌
難
詞
』
と
合
綴
）
に
、
定
家
は
家
隆
と
名
所
歌
に
つ
い
て
内
々
に
批
評
し
合
っ
て
い
る
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
定
家
の
百
首
に
つ
い
て
は
常
縁
注
な
ど
に
部
分
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
室
町
中
期
に
な
る
と
、『
内
裏
名
所
百
首
』
か
ら
の
抄
出
本
や
、
そ
の
注
釈
書
が
さ
か
ん
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
井
上
宗
雄
氏
が
紹
介
さ
れ
た
立
教
大
学
日
本
文
学
研
究
室
蔵
の
『
名
所
百
首
和
歌
聞
書
〈
解
説
と
翻
刻
〉』注
２
が
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
最
近
赤
瀬
知
子
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
疎
竹
文
庫
蔵
の
『
内
裏
名
所
百
首
注
』注
３
も
ま
た
そ
の
一
本
で
あ
る
。
赤
瀬
氏
は
同
書
の
解
説
に
お
い
て
、
抄
出
本
ま
た
は
抄
出
本
の
形
態
に
つ
い
て
、
多
く
の
写
本
や
刊
本
を
調
査
し
て
整
理
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
歌
数
は
四
百
首
の
も
の
、
三
百
首
の
も
の
二
百
首
の
も
の
、
百
首
の
も
の
、
ま
た
、
無
注
の
も
の
と
有
注
の
も
の
と
い
う
ふ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
本
学
所
蔵
の
「
建
保
内
裏
名
所
百
首
」（
黒
・
Ｇ
二
三
八
）
は
、
永
正
七
年
の
奥
書
を
有
し
て
い
る
古
い
方
に
属
す
る
伝
本
で
あ
り
、「
内
裏
名
所
百
首
」（「
撰
集
拔
書
」
に
合
綴
、
黒
・
Ｄ
一
七
三
）
は
俊
成
卿
女
・
兵
衛
内
侍
の
二
百
首
の
抄
出
で
あ
っ
て
こ
れ
も
他
に
類
本
が
な
く
め
ず
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
蔵
の
「
建
保
百
首
」
が
本
書
の
ご
と
く
、
定
家
の
み
の
百
首
注
で
あ
壬戌
歳
次
戊
子
─ 78 ─
る
こ
と
を
赤
瀬
氏
は
教
え
て
く
れ
た
が
、
ま
だ
調
査
を
し
て
い
な
い
の
で
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
で
に
翻
字
さ
れ
て
い
る
立
教
大
学
蔵
本
『
名
所
百
首
和
歌
聞
書
』
と
、
こ
の
度
影
印
さ
れ
た
疎
竹
文
庫
蔵
の
『
内
裏
名
所
百
首
注
』
と
を
較
べ
て
み
よ
う
。
春
の
冒
頭
か
ら
三
首
、「
音
羽
川
」「
玉
島
川
」「
高
砂
」
を
取
り
上
げ
て
比
較
し
て
み
る
と
、
経
厚
本
は
三
首
と
も
『
古
今
集
』
の
本
歌
を
引
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
立
教
大
学
蔵
本
・
疎
竹
文
庫
本
は
と
も
に
第
一
首
の
み
本
歌
を
引
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
経
厚
講
は
、『
明
月
記
』
の
「
本
歌
に
名
歌
の
体
有
る
所
々
」
と
い
う
記
事
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
ら
し
く
、
全
般
に
亘
っ
て
適
確
な
本
歌
を
引
い
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
本
歌
が
今
歌
に
ど
う
取
ら
れ
る
か
を
注
し
て
い
る
。「
音
羽
川
」
の
歌
で
、『
古
今
』
の
「
音
羽
川
を
と
に
聞
つ
ゝ
」
と
本
歌
を
引
用
し
た
あ
と
、「
今
歌
、
音
羽
ノ
川
ニ
氷
ト
ケ
浪
モ
イ
ツ
シ
カ
岩
越
ヌ
ル
は
、
相
坂
ノ
関
越
テ
コ
ナ
タ
ニ
春
ノ
来
ニ
ケ
ル
ヨ
ト
云
心
也
」
と
い
う
よ
う
に
、
本
歌
取
説
を
意
識
し
た
説
き
方
を
し
て
い
る
。
経
厚
は
頓
阿
の
『
愚
問
賢
注
』
の
抄
出
も
お
こ
な
っ
た
り
し
て
い
る
。
堯
孝
―
堯
恵
―
経
厚
の
常
光
院
流
の
伝
承
に
は
か
な
り
理
論
的
な
関
心
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
玉
島
川
」
の
歌
で
は
、
玉
島
川
の
鏡
の
事
を
『
肥
前
国
風
土
記
』
を
考
証
し
て
委
し
く
述
べ
て
お
り
、
他
の
二
本
に
は
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
立
教
大
学
蔵
本
は
、
そ
の
制
作
・
伝
来
経
路
は
か
な
り
明
確
で
、
宗
祇
が
鈴
木
敬
順
の
為
に
注
し
た
も
の
の
転
写
本
を
、
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
に
写
し
た
も
の
で
あ
り
注
４
、
疎
竹
文
庫
本
も
連
歌
に
関
係
の
あ
る
も
の
に
よ
っ
て
連
歌
の
盛
ん
だ
っ
た
室
町
時
代
、
遅
く
と
も
江
戸
時
代
初
期
ま
で
に
は
成
立
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
注
５
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
本
書
は
、『
古
今
』
や
『
百
人
一
首
』
の
講
釈
も
お
こ
な
っ
た
と
い
う
経
厚
の
和
歌
の
道
統
に
立
脚
し
た
聞
書
と
い
え
よ
う
。
本
書
の
解
題
を
草
す
る
に
当
り
、
井
上
宗
雄
氏
と
赤
瀬
知
子
氏
の
学
恩
を
蒙
っ
た
こ
と
を
記
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
注
１
　
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
五
『
経
厚
講
伊
勢
物
語
聞
書
曼
殊
院
蔵
』
２
　
井
上
宗
雄
・
天
沼
律
子
・
茂
木
み
ど
り
『
名
所
百
首
和
歌
聞
書
〈
解
説
と
翻
刻
〉』（
立
教
大
学
日
本
文
学
三
一
・
三
二
号
、
昭
和
四
九
年
三
月
）
３
　
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
三
十
五
『
内
裏
名
所
百
首
注
　
疎
竹
文
庫
蔵
』
４
　
注
２
　
解
説
六
三
頁
５
　
注
３
　
解
説
一
八
九
頁
（
付
記
）この
「『
経
厚
講
名
所
百
首
和
歌
聞
書
』〈
解
題
と
翻
刻
〉」
は
、
影
印
本
と
し
て
刊
行
し
た
『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書
第
三
期
８
　
西
行
上
人
談
抄
　
経
厚
講
名
所
百
首
和
歌
聞
書
』
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
解
題
は
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。
底
本
は
で
き
る
だ
け
忠
実
に
翻
刻
し
よ
う
と
し
た
が
、
漢
字
の
字
体
は
通
行
の
も
の
を
用
い
、
注
に
は
適
宜
読
点
を
付
し
た
。
（
あ
か
は
ね
　
し
ゅ
く
／
本
学
教
授
）
─ 79 ─
翻
刻
名
所
百
首
　
享
禄
元
年
後
九
月
廿
三
日
対
凡
此
百
首
事
　
順
徳
院
御
代
詔
京
極
黄
門
令
撰
進
之
黄
門
又
殊
ニ
名
歌
ア
ル
所
々
ヲ
以
テ
被
奉
之
由
明
月
記
ニ
在
之
明
月
記
云
建
保
三
年
九
月
十
日
従
内
名
所
百
首
可
注
進
由
蒙
綸
言
仍
書
進
之
本
歌
有
名
歌
之
体
所
々
也
廿
三
日
名
所
歌
先
五
十
首
以
少
将
令
清
書
進
上
禁
裏
畢
十
月
廿
六
日
未
時
書
出
百
首
付
少
将
内
侍
進
春音
羽
河
　
山
城
　
山
科
音
羽
也
音
羽
河
雪
消
の
浪
も
岩
越
て
関
の
こ
な
た
に
春
は
き
に
け
り
古
音
羽
川
を
と
に
聞
つ
ゝ
相
坂
の
関
の
こ
な
た
に
年
を
ふ
る
哉
今
歌
、
音
羽
ノ
川
ニ
氷
ト
ケ
浪
モ
イ
ツ
シ
カ
岩
越
ヌ
ル
は
、
相
坂
ノ
関
越
テ
コ
ナ
タ
ニ
春
ノ
来
ニ
ケ
ル
ヨ
ト
云
心
也
玉
嶋
川
梅
か
ゝ
や
先
う
つ
る
ら
む
影
き
よ
き
玉
嶋
川
の
花
の
か
ゝ
み
に
古
年
を
へ
て
花
の
鏡
と
な
る
水
は
散
か
ゝ
る
を
や
く
も
る
と
い
ふ
ら
ん
　
此
古
今
歌
は
水
ノ
ホ
ト
リ
ノ
梅
ノ
花
ヲ
ヨ
メ
リ
、
ソ
レ
ヲ
今
、
玉
島
河
ノ
底
ノ
鏡
ニ
事
ヨ
セ
テ
春
ノ
題
ナ
レ
ハ
梅
ノ
花
ヲ
詠
セ
リ
、
此
川
ノ
鏡
ノ
事
、
肥
前
国
風
土
記
曰
、
大
伴
狭
年
」一
彦
ノ
連
任
那
ノ
国
ヲ
静
メ
ン
ト
テ
、
此
村
ニ
至
リ
、
又
篠
原
ニ
テ
弟
日
姫
ヲ
娉
メ
ト
ユ
、
別
レ
去
日
鏡
ヲ
取
テ
与
ア
タ
フ
婦
ニ
、
妾
悲
レ
別
テ
玉
嶋
川
ヲ
渡
ル
時
、
彼
鏡
ヲ
懐
テ
河
ニ
沈
ミ
畢
、
是
ヲ
鏡
ノ
渡
ト
云
し
つ
め
け
ん
鏡
の
影
や
是
な
ら
む
松
浦
の
川
の
秋
の
よ
の
月
　
為
相
高
砂
　
播
磨
そ
れ
な
か
ら
春
は
雲
ゐ
に
高
砂
の
霞
の
う
へ
の
松
の
ひ
と
し
ほ
古
常
盤
な
る
松
の
緑
も
春
く
れ
は
今
一
し
ほ
の
色
ま
さ
り
け
り
そ
れ
な
か
ら
ト
ハ
、
尾
上
ノ
松
ノ
ソ
レ
ナ
レ
共
、
春
ハ
茫
々
タ
ル
霞
ノ
上
ニ
ウ
カ
ヒ
テ
ミ
ユ
ル
ヲ
、
高
ク
覚
ユ
ル
ト
云
心
ナ
リ
、
是
ニ
ヨ
リ
テ
常
ヨ
リ
モ
景
気
ノ
ソ
ヒ
テ
一
入
ナ
ル
ト
云
心
ナ
リ
春
日
野
　
大
和
若
菜
つ
む
と
ふ
ひ
の
野
守
春
日
野
に
今
日
降
雨
の
明
日
や
待
ら
ん
古
春
日
の
ゝ
飛
火
の
野
守
出
て
み
よ
今
い
く
か
あ
り
て
若
菜
摘
て
ん
古
梓
弓
を
し
て
春
雨
け
ふ
ふ
り
ぬ
明
日
さ
へ
ふ
ら
は
わ
か
な
つ
み
て
む
今
歌
ノ
心
、
若
菜
摘
ト
ハ
ツ
マ
ン
ト
云
心
ナ
リ
、
今
日
ノ
雨
ニ
明
日
ハ
カ
ナ
ラ
ス
若
菜
ノ
モ
エ
イ
テ
ン
ト
待
心
也
三
輪
山
　
同
国
い
か
さ
ま
に
待
と
も
た
れ
か
三
輪
の
山
人
に
し
ら
れ
ぬ
や
と
の
霞
は
古
三
輪
の
山
い
か
に
待
み
む
年
ふ
と
も
尋
ぬ
る
人
も
あ
ら
し
と
思
へ
は
先
五
十
首
更
可
書
加
之
丁巳
壬戌
歳
次
戊
子
─ 80 ─
古三
輪
山
を
し
か
も
か
く
す
か
春
霞
人
に
し
ら
れ
ぬ
花
や
さ
く
ら
ん
い
か
さ
ま
に
ト
ハ
、
イ
カ
ヤ
ウ
ニ
待
ト
モ
尋
ル
人
モ
ア
ラ
シ
ト
云
心
ナ
リ
、
尋
ル
人
モ
ア
ラ
シ
ト
云
ヲ
、
タ
レ
カ
ト
云
ニ
テ
摂
シ
タ
ル
也
、
下
句
ノ
心
ハ
、
次
ノ
本
歌
ニ
、
此
山
ハ
殊
ニ
霞
ノ
深
キ
所
ト
イ
ヘ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
打
マ
カ
セ
テ
ヲ
ケ
ル
也
、
但
今
ノ
歌
ニ
花
ノ
心
ハ
ナ
シ
葛
木
山
　
同
国
青
柳
の
か
つ
ら
き
山
の
な
か
き
日
は
空
も
み
と
り
に
あ
そ
ふ
い
と
ゆ
ふ
拾
霞
は
れ
み
と
り
の
空
も
の
と
け
く
て
あ
る
か
な
き
か
に
あ
そ
ふ
い
と
ゆ
ふ
」二
万
青
柳
の
か
つ
ら
き
山
此
山
ニ
青
柳
ノ
糸
モ
染
カ
ケ
タ
ル
境
節
空
モ
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
ノ
ト
カ
ニ
テ
、
遊
絲
ノ
有ユウ
無ブ
タ
ル
景
気
、
ソ
ノ
興
ア
リ
ト
イ
ヘ
ル
歌
ナ
リ
、
な
か
き
日
ト
イ
ヘ
ル
ハ
糸
ノ
縁
語
、
又
本
歌
ニ
ノ
ト
ケ
ク
テ
ト
イ
ヘ
ル
ニ
相
叶
ヘ
ル
句
ナ
ル
へ
シ
手
向
山
　
同
国
た
つ
あ
ら
し
い
つ
れ
の
神
に
手
向
山
花
の
に
し
き
の
か
た
も
さ
た
め
す
古
龍
田
姫
た
む
く
る
神
の
あ
れ
は
こ
そ
山
の
錦
の
秡
と
ち
る
ら
め
今
歌
心
、
吹
タ
ツ
ア
ラ
シ
ノ
四
方
ニ
花
ヲ
吹
ヤ
ル
ヲ
、
イ
ツ
レ
ノ
神
ニ
カ
ト
イ
ヘ
ル
心
也
伊
勢
海
　
伊
勢
伊
勢
の
海
玉
よ
る
浪
に
さ
く
ら
貝
か
ひ
あ
る
浦
の
春
の
い
ろ
か
な
催
馬
楽
ニ
、
伊
勢
の
海
き
よ
き
渚
ナ
キ
サ
に
玉
や
ひ
ろ
は
ん
、
貝
や
ひ
ろ
は
ん
ト
云
詞
ア
リ
、
ソ
レ
ヲ
取
テ
爰
ニ
感
ア
ル
春
ノ
景
色
カ
ナ
ト
云
也
志
賀
浦
　
近
江
さ
ゝ
浪
や
し
か
の
花
園
か
す
む
日
の
あ
か
ぬ
匂
ひ
に
う
ら
か
せ
そ
吹
む
す
ふ
て
の
し
つ
く
に
に
こ
る
山
の
ゐ
の
あ
か
て
も
人
に
わ
か
れ
ぬ
る
哉
　
此
歌
、
志
賀
ニ
テ
石
井
ノ
モ
ト
ニ
テ
読
ル
歌
也
、
ア
カ
ヌ
ト
云
字
此
タ
ヨ
リ
ア
リ
、
今
歌
心
、
此
所
ノ
景
無
類
ニ
浦
風
サ
ヘ
吹
テ
、
薫
香
ノ
マ
サ
レ
ル
由
ヲ
云
歟
三
嶋
江
　
摂
津
国
み
し
ま
江
の
浪
に
棹
さ
す
た
を
や
め
の
春
の
衣
の
色
そ
う
つ
ろ
ふ
歌
ノ
心
、
昔
ハ
此
所
ニ
遊
女
ノ
有
シ
ナ
リ
、
嬬
女
タ
ヲ
ヤ
メ
ト
ハ
遊
女
ヲ
サ
シ
テ
云
、
下
句
ノ
心
ハ
ナ
ヤ
カ
ニ
シ
ヤ
ウ
ゾ
キ
タ
ル
体
ヲ
春
ニ
ヨ
セ
テ
イ
ヘ
ル
也
、
以イ
言ゲン
日
本
人
遊
女
ノ
詩
ニ
、
家
ハ
夾
サ
シ
ハ
サ
ミ
江
河
南
北
ノ
岸
ニ
心
ハ
通
ス
上
下
徃
来
ノ
船
ニ
、
定
家
卿
歌
ニ
云
寄
遊
女
恋
、
心
か
よ
ふ
行
き
の
舟
の
な
か
め
ま
て
さ
し
て
か
は
か
り
物
は
お
も
は
し
塩
釜
浦
　
陸
奥
」三
塩
か
ま
や
う
ら
み
て
わ
た
る
か
り
か
ね
を
も
よ
ほ
し
か
ほ
に
か
へ
る
浪
哉
ウ
ラ
ミ
テ
ト
ハ
、
帰
雁
ノ
体
ヲ
思
ヤ
リ
テ
云
詞
也
、
下
句
ノ
心
、
カ
リ
モ
行
─ 81 ─
ユ
キ
コ
レ
ゑ
ヲ
イ
ソ
ケ
ト
云
様
ニ
浪
ノ
立
帰
ル
ト
云
也
宇
津
山
　
駿
河
う
つ
の
山
わ
か
行
さ
き
も
こ
と
ゝ
を
き
蔦
の
若
葉
に
春
雨
そ
ふ
る
此
歌
ハ
伊
勢
物
語
ノ
心
ヨ
リ
ヨ
メ
リ
、
わ
か
い
ら
む
と
す
る
道
ハ
、
い
と
く
ら
ふ
ほ
そ
き
に
蔦
か
え
て
は
し
け
り
と
あ
り
、
奥
州
マ
テ
行
ヘ
キ
人
ノ
末
ヲ
程
遠
キ
ト
云
折
節
、
蔦
シ
ケ
リ
テ
春
雨
降
比
ト
ヲ
レ
ル
サ
マ
、
心
細
キ
体
ヲ
読
ル
也
（
小
柴
　
良
子
）
葦
屋
里
　
摂
津
蘆
の
屋
の
わ
か
す
む
か
た
の
遅
桜
ほ
の
か
に
か
す
む
帰
る
さ
の
空
は伊勢
る物語
ゝ
夜
の
星
か
河
辺
の
蛍
か
も
わ
か
す
む
か
た
の
あ
ま
の
た
く
火
か
　
是
は
伊
勢
物
語
ニ
、
布
引
ノ
瀧
ヨ
リ
蘆
屋
ノ
里
ニ
帰
ル
時
読
ル
歌
也
、
ソ
ノ
面
影
ヲ
ウ
ツ
シ
テ
蛍
ヲ
桜
ニ
云
カ
ヘ
テ
、
帰
ル
サ
ノ
空
ト
イ
ヘ
ル
モ
、
帰
リ
ク
ル
道
ト
ヲ
ク
テ
ト
云
ヲ
取
也
、
布
曳
ノ
瀧
ノ
道
ヨ
リ
、
蘆
屋
ノ
サ
ト
ノ
桜
ヲ
ミ
レ
ハ
、
ホ
ノ
カ
ニ
カ
ス
ム
ト
云
心
也
吹
上
浜
　
紀
伊
国
け
ふ
そ
み
る
か
さ
し
の
浪
の
花
の
上
に
い
と
は
ぬ
風
の
吹
上
の
は
ま
わ
た
古
今
つ
み
の
か
さ
し
に
さ
せ
る
白
妙
の
浪
も
て
ゆ
へ
る
淡
路
し
ま
山
　
浪
ハ
海
龍
王
ノ
挿
頭
カ
サ
シ
ノ
花
ト
ミ
ユ
ル
也
、
ソ
レ
ニ
春
風
ノ
吹
ハ
、
猶
浪
ノ
花
モ
サ
キ
ソ
フ
様
ニ
ミ
ユ
ル
ナ
リ
、
常
ノ
花
ニ
ハ
風
ヲ
イ
ト
ヘ
ト
モ
、
是
ハ
風
故
咲
花
ナ
リ
ト
云
也
湯
等
三
崎
　
同
国
花
鳥
の
匂
ひ
も
こ
ゑ
も
莫
遮
ゆ
ら
の
み
さ
き
の
春
の
日
く
ら
し
上
句
ノ
心
、
春
ノ
景
物
ハ
花
鳥
ナ
レ
ト
モ
、
ソ
レ
ヨ
リ
猶
、
此
所
ノ
景
ヲ
終
日
ミ
ル
ホ
ト
面
白
事
ハ
ナ
シ
ト
云
也
、
万
葉
　
妹
か
た
め
玉
を
ひ
ろ
ふ
と
紀
の
国
の
ゆ
ら
の
み
さ
き
に
こ
の
」四
日
く
ら
し
つ
忍
山
　
奥
州
い
は
つ
ゝ
し
い
は
て
や
そ
む
る
忍
山
心
の
お
く
の
色
を
た
つ
ね
て
伊
勢
物
語
ニ
、
忍
山
し
の
ひ
て
か
よ
ふ
道
も
か
な
人
の
心
の
お
く
も
み
る
へ
く
　
忍
山
ノ
奥
ヲ
尋
テ
咲
花
ナ
レ
ハ
、
ト
モ
カ
ク
モ
イ
ハ
テ
コ
ソ
、
心
ノ
内
ニ
ソ
ム
ラ
メ
ト
ツ
ヽ
シ
ノ
心
ヲ
思
ヤ
リ
テ
ヨ
メ
ル
也
、
下
句
心
ノ
字
ハ
忍
山
ノ
、
忍
フ
心
ニ
読
ル
也
、
お
く
ノ
字
ハ
本
歌
心
也
、
奥
州
ニ
ハ
ミ
ナ
此
字
ヲ
置
也
、
深
キ
心
ノ
色
ト
云
心
也
水
無
瀬
川
　
山
城
春
の
色
を
い
く
万
代
か
み
な
せ
川
か
す
み
の
ほ
ら
の
苔
の
み
と
り
に
歌
心
此
所
ハ
、
後
鳥
羽
院
皇
居
な
れ
は
、
ソ
コ
ヲ
祝
テ
読
ル
也
、
仙
洞
ヲ
霞
ノ
洞
、
緑
ノ
洞
ナ
ト
ヽ
歌
ニ
読
也
、
カ
ハ
ラ
ヌ
心
在
之
歟
─ 82 ─
大
淀
浦
　
伊
勢
つ
ら
か
ら
ぬ
松
も
こ
ふ
ら
く
大
淀
の
霞
は
か
り
に
か
ゝ
る
う
ら
浪
伊
勢
物
語
　
大
淀
の
松
は
つ
ら
く
も
あ
ら
な
く
に
う
ら
み
て
の
み
も
か
へ
る
浪
哉
　
拾
遺
　
塩
み
て
は
入
ぬ
る
磯
の
草
な
れ
や
み
ら
く
す
く
な
く
こ
ふ
ら
く
は
お
ほ
き
今
ノ
歌
ノ
心
、
ツ
ラ
カ
ラ
ヌ
松
ト
ハ
、
松
ハ
ツ
ラ
ク
モ
ア
ラ
ヌ
ト
云
ヘ
ル
詞
ニ
ヨ
リ
テ
読
也
、
松
も
こ
ふ
ら
く
大
淀
ト
ハ
、
松
ヲ
見
タ
ク
思
フ
事
ノ
多
ト
云
秀
句
也
、
こ
ふ
ら
く
ト
ハ
只
恋
ル
心
ナ
リ
、
一
首
ノ
心
、
お
も
し
ろ
き
松
ナ
レ
ハ
、
数
々
見
タ
ケ
レ
ト
モ
、
茫
々
ト
霞
テ
、
浪
ノ
立
音
ハ
カ
リ
ナ
リ
ト
云
也
田
子
浦
　
駿
河
田
子
の
浦
の
浪
も
ひ
と
つ
に
た
つ
雲
の
色
わ
か
れ
行
春
の
明
ほ
の
歌
心
、
夜
ハ
雲
ノ
海
上
ニ
ヲ
リ
イ
ル
也
、
明
方
ニ
ナ
レ
ハ
雲
ハ
雲
、
浪
ハ
浪
ト
色
ノ
分
ル
ヽ
体
ヲ
云
也
末
松
山
　
奥
州
梓
弓
末
の
松
山
は
る
は
た
ゝ
け
ふ
ま
て
か
す
む
浪
の
夕
暮
」五
歌
ノ
心
あ
ら
は
な
り
、
連
日
此
山
ノ
景
色
ヲ
ミ
キ
タ
リ
シ
カ
、
今
日
ハ
カ
リ
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ル
ニ
余
情
ア
ル
ナ
リ
、
松
山
ノ
浪
ヲ
か
け
ト
云
ル
、
因
縁
別
ニ
可
注
之
夏
十
首
大
井
川
　
山
城
大
井
河
か
は
ら
ぬ
ゐ
せ
き
を
の
れ
さ
へ
夏
き
に
け
り
と
衣
ほ
す
也
此
歌
、
大
井
河
か
は
ら
ぬ
ト
ウ
ケ
タ
ル
ハ
、
比
ナ
ス
ラ
ヘ
歌
ノ
例
ナ
リ
、
此
川
ニ
堰イ
セ
キ
ヲ
読
事
常
也
、
第
三
句
ハ
ソ
レ
モ
ト
云
心
也
、
下
句
ハ
彼
春
過
て
夏
き
に
け
ら
し
ノ
本
歌
ニ
ヨ
レ
ル
詞
也
、
爰
ニ
テ
ハ
井
セ
キ
ニ
カ
ヽ
レ
ル
浪
ノ
白
布
ニ
似
タ
ル
ヲ
思
ヨ
ソ
ヘ
ラ
レ
タ
ル
也
、
更
衣
ノ
心
ニ
ヨ
レ
ル
其
心
工
也
、
此
衣
ホ
ス
ナ
リ
ハ
、
河
屋
し
ろ
し
の
に
を
り
は
へ
ほ
す
衣
い
か
に
ほ
せ
は
か
七
日
ひ
さ
ら
む
　
貫
之
カ
読
ル
此
心
也
、
此
衣
ト
ハ
浪
ノ
白
キ
ヲ
白
キ
ヌ
ノ
ナ
ト
イ
ヘ
ル
ニ
タ
ト
ヘ
タ
ル
也
、
河
社
ノ
事
六
百
番
ニ
詳
之
篠
田
杜
　
和
泉
道
の
へ
の
日
影
の
つ
よ
く
な
る
ま
ゝ
に
な
ら
す
し
の
た
の
杜
の
下
陰
上
句
は
旅
人
ナ
ト
ノ
ア
ツ
キ
ヲ
凌
心
ナ
リ
、
な
ら
す
ト
ハ
馴
心
也
、
篠
田
杜
ト
イ
ヘ
ル
ハ
、
昔
此
所
ニ
槻
ノ
木
ノ
千
枝
ナ
ル
カ
ア
リ
シ
也
、
是
ニ
ヨ
リ
テ
陰
ノ
深
キ
心
ニ
ヨ
メ
リ
猪
名
野
　
摂
津
短
夜
の
ゐ
な
の
さ
さ
は
ら
か
り
そ
め
に
あ
か
せ
は
あ
け
ぬ
宿
は
な
く
と
も
万
葉
　
し
な
か
入
新
古
今
鳥
ゐ
な
の
を
ゆ
け
は
あ
り
ま
山
夕
霧
た
ち
ぬ
宿
は
な
く
し
て
今
歌
ノ
心
、
ミ
シ
カ
夜
ナ
レ
ハ
、
此
篠
原
ニ
テ
モ
一
夜
ハ
明
シ
ヌ
ヘ
シ
ト
云
ル
也
、
宿
は
な
く
と
も
ト
侍
ル
コ
ソ
工
ニ
キ
コ
ヘ
タ
レ
、
本
歌
ニ
云
ヲ
ホ
セ
─ 83 ─
エ
ン
亦
タ
イ
亦
タ
ル
所
余
情
ア
リ
、
ヨ
シ
宿
ハ
ナ
ク
ト
モ
ク
ル
シ
カ
ラ
シ
ト
云
ヘ
リ
、
本
歌
ハ
宿
ナ
キ
事
ヲ
ク
ル
シ
ミ
思
ヘ
ル
ニ
、
贈
答
シ
タ
ル
歌
ナ
ル
ヘ
シ
御
裳
濯
河
　
伊
勢
」六
月
や
と
る
御
裳
す
そ
川
の
時
鳥
秋
の
い
く
よ
も
あ
か
す
や
あ
ら
ま
し
此
歌
、
先
御
裳
ス
ソ
川
ト
イ
ヘ
ル
大
神
宮
ノ
御
心
、
清
キ
ナ
カ
レ
ニ
ト
メ
マ
シ
マ
ス
所
ナ
ル
ニ
、
月
ヤ
ト
リ
時
鳥
折
節
鳴
侍
レ
ハ
、
感
興
ト
モ
ニ
尽
ス
、
サ
レ
ハ
ナ
カ
キ
秋
ノ
イ
ク
夜
ナ
リ
ト
モ
、
此
景
気
ニ
ハ
ア
キ
侍
ラ
シ
ト
云
心
也
伊
香
保
沼
　
上
総
国
唐
衣
か
く
る
い
か
ほ
の
沼
水
に
け
ふ
は
玉
ぬ
く
あ
や
め
を
そ
引
此
歌
か
く
る
い
か
ほ
ト
ハ
、
衣
ヲ
カ
ク
ル
衣イ
架カ
ト
ツ
ヽ
ケ
ラ
レ
タ
リ
、
玉
ぬ
く
ト
ハ
薬クス
玉タマ
ノ
事
ナ
リ
、
袖
ノ
カ
サ
リ
ニ
ア
ヤ
メ
ヲ
用
ニ
ヨ
リ
テ
也
、
唐
衣
ト
ハ
結
構
ノ
ヲ
モ
云
、
又
平
人
ノ
衣
裳
ヲ
モ
云
也
（
岸
本
　
恵
視
）
天
香
具
山
　
大
和
五
月
雨
は
天
の
か
く
山
空
と
ち
て
雲
そ
か
ゝ
れ
る
峯
の
真
榊
此
歌
、
神
書
ノ
鏡
和ニ
幣キデ
ナ
ト
ノ
事
ヲ
ヲ
モ
ハ
ヘ
テ
、
今
只
雲
ノ
ミ
カ
ヽ
レ
リ
ト
云
ヘ
ル
也
大
江
山
　
丹
波
夕
す
ゝ
み
大
江
の
山
の
玉
か
つ
ら
秋
を
か
け
た
る
露
そ
こ
ほ
る
ゝ
た
に
は
ち
や
大
江
の
山
の
玉
か
つ
ら
た
え
ん
の
こ
ゝ
ろ
わ
れ
は
お
も
は
す
今
歌
、
一
二
ノ
句
ノ
ツ
ヽ
キ
、
納
涼
ノ
景
多
キ
ト
云
ツ
ヽ
キ
也
、
玉
カ
ツ
ラ
ト
ハ
、
何
ニ
テ
モ
葛
ナ
ト
ノ
類
ナ
ル
ヘ
シ
、
秋
を
か
け
た
る
と
い
は
ん
た
め
也
、
此
山
深
キ
故
ニ
草
ノ
露
モ
サ
ナ
カ
ラ
秋
ヲ
カ
ケ
タ
ル
ト
イ
ヘ
ル
ニ
、
納
涼
ノ
甚
シ
キ
心
ア
ル
也
難
波
江
　
摂
津
を
し
て
る
や
難
波
ほ
り
江
に
敷
玉
の
よ
る
の
光
は
蛍
な
り
け
り
ほ
り
江
に
は
玉
し
か
ま
し
を
大
君
の
御
舟
こ
か
ん
と
か
ね
て
し
り
せ
は
　
今
歌
ノ
心
、
ホ
リ
江
ニ
玉
敷
ト
イ
ヘ
ル
ヲ
モ
チ
テ
、
今
ノ
光
ハ
蛍
ナ
リ
ケ
リ
ト
イ
ヘ
ル
也
、
第
一
句
、
逐
而
可
決
之
」七
美
豆ヅノ
御
牧
　
山
城
わ
た
り
す
る
遠
方
人
の
袖
か
と
や
み
つ
の
に
白
き
夕
顔
の
花
う
ち
わ
古
今
旋
頭
歌
た
す
遠
方
人
に
も
の
ま
う
す
わ
れ
そ
の
そ
こ
に
し
ろ
く
さ
け
る
は
な
に
の
花
そ
も
　
今
歌
ノ
心
、
此
所
ハ
渡
リ
ノ
ア
レ
ハ
、
向
ノ
ミ
ツ
ノ
ニ
夕
顔
ノ
サ
ケ
ル
ヲ
、
コ
ナ
タ
ヨ
リ
行
人
ノ
袖
カ
ト
見
マ
カ
ヘ
ル
心
也
、
凡
、
衣
ノ
色
ハ
ミ
ナ
白
妙
ト
イ
ヘ
リ
、
白
キ
本
也
松
浦
山
　
肥
前
国
─ 84 ─
蝉
の
羽
の
衣
に
秋
を
ま
つ
ら
か
た
ひ
れ
ふ
る
山
の
暮
そ
涼
し
き
此
歌
、
蝉
翼
ノ
衣
ナ
カ
ラ
猶
ヒ
ヤ
ヽ
カ
ナ
ル
秋
ヲ
待
ト
イ
ヘ
ル
ニ
、
領ヒ
巾レ
フ
ル
ト
ア
ル
ツ
ヽ
キ
、
秋
ヲ
招
ク
心
ニ
ヤ
、
領
巾
フ
ル
山
ノ
因
縁
、
追
而
可
勘
事
之
秋
廿
首
泊
瀬
山
　
大
和
は
つ
せ
め
の
な
ら
す
夕
の
山
風
も
秋
に
は
た
へ
ぬ
し
つ
の
を
た
巻
万
葉
　
隠コモ
口リク
の
は
つ
せ
を
と
め
の
手
に
ま
け
る
玉
は
み
た
れ
て
あ
り
と
い
は
ぬ
か
も
　
今
歌
ノ
第
五
ノ
句
、
不
得
其
意
廻
了
簡
ニ
、
し
つ
の
を
た
巻
ト
ハ
、
鐶
タ
マ
キ
ノ
事
ヲ
思
寄
ラ
レ
タ
ル
歟
、
本
歌
ニ
手
ニ
マ
ケ
ル
玉
ト
イ
ヘ
リ
、
然
に
秋
風
身
ニ
シ
ミ
ワ
タ
ル
比
ナ
レ
ハ
、
鐶
モ
ユ
ル
ク
ナ
ル
ト
云
心
ヲ
、
秋
ニ
ハ
タ
ヘ
ヌ
ト
云
ナ
サ
レ
侍
歟
、
カ
ヤ
ウ
ノ
会
尺
ナ
ラ
テ
ハ
、
第
五
句
意
得
ニ
ク
キ
者
也
、
万
葉
歌
心
ハ
、
昔
ノ
女
ハ
鐶
ヲ
シ
玉
ヲ
発
ル
ヤ
ウ
ノ
事
ア
リ
ト
注
ニ
見
エ
タ
リ
龍
田
山
　
同
国
心
あ
て
の
思
ひ
の
色
そ
立
た
山
今
朝
し
も
染
し
木
々
の
白
露
此
山
ハ
紅
葉
ノ
名
所
ナ
レ
ハ
、
心
ニ
カ
ケ
テ
思
シ
コ
ト
ク
、
今
朝
色
メ
キ
タ
レ
ハ
、
菊
ノ
如
シ
ト
イ
ヘ
ル
歌
也
、
心
ア
テ
ト
ハ
、
サ
ア
ル
ヘ
シ
ト
思
フ
心
ノ
押
ア
テ
ト
云
事
也
陬
磨
浦
　
摂
津
」八
旅
衣
ま
た
ひ
と
へ
な
る
夕
霧
に
煙
吹
や
る
す
ま
の
浦
か
せ
拾
遺
　
夏
衣
ま
た
ひ
と
へ
な
る
う
た
ゝ
ね
に
心
し
て
ふ
け
秋
の
は
つ
か
せ
今
歌
ノ
心
、
旅
人
ノ
衣
秋
ニ
成
テ
ウ
ス
ク
覚
ル
比
、
霧
ノ
ヒ
ト
へ
ニ
立
比
ヲ
ヒ
、
塩
ヤ
ク
煙
ノ
浦
風
ニ
サ
ソ
ハ
レ
テ
、
ソ
コ
ト
ナ
ク
タ
ナ
ヒ
キ
行
ヲ
旅
人
ノ
感
ス
ル
由
也
宮
城
野
　
奥
州
秋
に
あ
ひ
て
身
を
し
る
雨
と
下
露
と
い
つ
れ
か
ま
さ
る
宮
城
の
ゝ
原
秋
ニ
ア
ヒ
テ
ト
ハ
、
愁
ノ
特
ニ
望
ト
云
心
也
、
身
ヲ
知
雨
ト
ハ
涙
也
、
古
今
ニ
、
御
侍
御
笠
と
申
せ
宮
城
の
ゝ
木
の
下
露
は
雨
に
ま
さ
れ
り
　
此
深
キ
下
露
ト
我
涙
ト
イ
ツ
レ
カ
猶
深
キ
ト
云
心
也
水
茎
岡
　
近
江
水
茎
の
岡
の
真
葛
を
海
士
の
す
む
さ
と
の
し
る
へ
と
秋
風
そ
吹
古
今
　
海
士
の
す
む
さ
と
の
し
る
へ
に
あ
ら
な
く
に
う
ら
み
ん
と
の
み
人
の
い
ふ
ら
ん
　
今
歌
三
四
句
は
、
葛
葉
ノ
裏
ミ
エ
テ
秋
風
吹
ト
云
心
ヲ
本
歌
ノ
詞
ニ
ヨ
セ
テ
ヨ
メ
リ
、
是
余
情
ノ
体
也
、
此
所
葛
浅
茅
蛬
等
名
所
也
、
万
葉
ニ
水
茎
ヲ
岡
（
マ
マ
）
ノ
葛
葉
ト
読
リ
小
倉
山
　
山
城
を
く
ら
山
秋
の
あ
は
れ
や
の
こ
ら
ま
し
を
し
か
の
つ
ま
の
つ
れ
な
か
ら
す
は
─ 85 ─
此
歌
、
鹿
ノ
妻
ノ
ツ
レ
ナ
キ
故
ニ
男
鹿
ノ
声
ヲ
尽
シ
テ
鳴
故
、
秋
ノ
ア
ハ
レ
ノ
尽
ハ
テ
ヌ
ル
ト
云
也
、
妻
モ
シ
レ
（
マ
マ
）ツ
レ
ナ
カ
ラ
ス
ハ
、
カ
ヤ
ウ
ニ
鳴
マ
シ
キ
程
ニ
秋
ノ
感
ノ
コ
ル
ヘ
シ
ト
云
心
也
宇
治
川
　
同
国
河
浪
も
待
よ
ゐ
過
は
遠
さ
か
れ
八
十
う
ち
人
の
秋
の
枕
に
古
今
　
小
筵
に
衣
か
た
し
き
こ
よ
ひ
も
や
わ
れ
を
待
ら
む
宇
治
の
橋
姫
　
今
歌
ノ
心
、
待
宵
過
テ
人
ノ
コ
ヌ
事
ナ
ラ
ハ
、
ウ
チ
ネ
テ
モ
ナ
ク
サ
ム
ヘ
キ
程
ニ
、
枕
ニ
チ
カ
キ
川
音
モ
、
遠
サ
カ
リ
テ
キ
コ
エ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
ナ
レ
ト
云
心
也
、
源
氏
宇
治
巻
ニ
思
ヨ
ソ
」九
ヘ
ラ
ル
ヽ
心
有
ヘ
シ
常
盤
杜
　
同
初
か
り
の
き
な
く
と
き
は
の
も
り
の
露
染
ぬ
し
つ
く
も
秋
は
み
え
け
り
此
歌
、
雁
ノ
来
鳴
時
ハ
ト
ウ
ケ
タ
リ
、
常
盤
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
此
比
ハ
雫
モ
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
秋
ノ
色
ノ
ミ
ユ
ル
ト
云
心
也
、
下
紅
葉
ナ
ト
ヲ
モ
チ
テ
云
下
句
也
（
梅
原
　
香
世
）
三
室
山
　
大
和
三
室
山
し
く
れ
も
や
ら
ぬ
雲
の
色
の
を
の
れ
う
つ
ろ
ふ
秋
の
夕
暮
古
今
　
千
早
振
神
な
ひ
山
の
も
み
ち
は
に
思
ひ
は
か
け
し
う
つ
ろ
ふ
物
を
同
　
神
な
月
時
雨
も
い
ま
た
ふ
ら
な
く
に
か
ね
て
う
つ
ろ
ふ
神
な
ひ
の
杜
神
ナ
ヒ
御
室
山
、
同
所
ナ
リ
、
前
歌
ノ
時
雨
モ
イ
マ
タ
フ
ラ
ナ
ク
ニ
ト
イ
ヘ
ル
心
ヲ
モ
チ
テ
、
山
ハ
イ
マ
タ
ウ
ツ
ロ
ハ
テ
、
夕
日
ノ
跡
ノ
雲
ノ
ミ
色
々
ト
シ
タ
ル
ト
云
心
也
、
八
月
ノ
末
ワ
タ
リ
ニ
、
入
日
ノ
跡
ノ
雲
ウ
ツ
ク
シ
ク
赤
キ
者
也
高
円
野
マ
ト
ノ
ノ
同
国
大
空
に
か
ゝ
れ
る
月
も
高
円
の
野
へ
に
く
ま
な
き
草
の
上
の
露
此
歌
、
無
異
儀
、
空
ノ
月
高
ク
澄
テ
、
野
へ
ノ
露
ク
マ
ナ
ク
置
ワ
タ
シ
タ
ル
ト
云
、
大
ナ
ル
体
ノ
歌
也
伊
駒
山
　
河
内
伊
駒
山
あ
ら
し
も
秋
の
色
に
吹
手
そ
め
の
い
と
の
よ
る
そ
か
な
し
き
万
葉
　
河
内
女
の
手
そ
め
の
糸
を
く
り
返
し
か
た
い
と
に
あ
り
と
た
え
ん
と
お
も
へ
や
　
今
歌
ノ
心
、
秋
ノ
色
ニ
フ
ク
ト
ハ
、
身
ニ
シ
ム
色
ニ
吹
ト
云
心
也
、
手
ソ
メ
ノ
糸
ト
ハ
、
本
歌
ノ
詞
ヲ
、
此
山
河
内
ノ
名
所
ナ
レ
ハ
、
ソ
レ
ヲ
タ
ヨ
リ
ニ
ト
リ
寄
テ
、
下
一
ハ
夜
ト
ウ
ケ
ン
タ
メ
ノ
枕
コ
ト
ハ
ノ
様
ニ
読
ル
也
、
よ
る
そ
か
な
し
き
ト
ハ
、
河
内
女
ノ
心
ヲ
尽
シ
テ
ヨ
ル
、
殊
ニ
山
風
モ
身
ニ
シ
ミ
マ
サ
ル
ト
読
ル
也
生
田
池
　
摂
津
」一
〇
時
雨
ゆ
く
い
く
田
の
も
り
の
木
か
ら
し
に
池
の
み
く
さ
も
色
か
は
る
こ
ろ
上
句
は
、
生
田
ノ
杜
ヲ
仮
荘
シ
テ
、
此
比
又
池
ノ
水
草
モ
色
カ
ハ
リ
ヌ
ル
ト
─ 86 ─
云
ル
也
、
杜
ノ
木
ノ
葉
遅
速
ア
リ
テ
、
木
枯
ニ
マ
カ
ス
ル
モ
ア
リ
、
又
時
雨
ニ
染
ル
モ
有
ヘ
シ
、
下
句
、
此
時
分
必
池
ノ
辺
ノ
草
モ
カ
ツ
ウ
ラ
カ
レ
、
又
染
ル
モ
有
也
浄
見
関
　
駿
河
清
見
か
た
ひ
ま
ゆ
く
駒
も
か
け
う
す
し
秋
な
き
浪
の
秋
の
夕
暮
古
今
　
草
も
木
も
色
か
は
れ
と
も
わ
た
つ
海
の
浪
の
花
に
そ
秋
な
か
り
け
る
今
歌
、
浪
ノ
色
ニ
ハ
秋
ノ
ミ
エ
ヌ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
今
所
ニ
イ
タ
リ
テ
ヲ
モ
ヘ
ハ
、
夕
日
ノ
影
モ
薄
ク
所
カ
ラ
物
ス
コ
キ
程
ニ
、
浪
ノ
上
ニ
モ
秋
ハ
能
々
見
エ
ケ
リ
ト
云
心
也
、
ひ
ま
ゆ
く
駒
ト
ハ
日
ヲ
云
也
、
隙
駒
ト
モ
隙
駟シ
ト
モ
云
、
板
間
ナ
ト
ニ
テ
ミ
レ
ハ
、
イ
カ
ニ
モ
日
ノ
影
ノ
早
ク
ウ
ツ
ル
ヲ
、
駟
馬
ノ
追
カ
タ
キ
ニ
タ
ト
ヘ
タ
ル
也
武
蔵
野
　
武
蔵
国
た
か
方
に
よ
る
鳴
か
り
の
ね
に
た
て
ゝ
涙
う
つ
ろ
ふ
む
さ
し
の
ゝ
原
伊
勢
物
語
　
み
よ
し
の
ゝ
た
の
む
の
か
り
も
ひ
た
ふ
る
に
君
か
か
た
に
そ
よ
る
と
な
く
な
る
　
此
本
歌
ハ
、
業
平
武
蔵
国
ニ
ア
リ
シ
時
、
其
国
ノ
名
所
ナ
レ
ハ
互
ニ
読
カ
ハ
セ
シ
歌
也
、
返
歌
云
、
わ
か
方
に
よ
る
と
な
く
な
る
み
よ
し
の
ゝ
た
の
む
の
か
り
を
い
つ
か
わ
す
れ
ん
　
此
両
首
ヲ
モ
チ
テ
、
今
ノ
歌
ハ
、
誰
方
ニ
寄
ト
鳴
雁
ノ
涙
ニ
カ
、
此
武
蔵
野
ノ
草
ノ
ミ
ナ
カ
ラ
ウ
ツ
ロ
ヒ
ヌ
ラ
ン
ト
云
也
、
た
か
方
に
よ
る
ト
ツ
ヽ
キ
、
是
余
情
ニ
テ
感
ア
リ
伊
吹
山
　
下
野
　
美
濃
　
近
江
秋
を
や
く
色
に
そ
み
ゆ
る
伊
吹
山
も
え
て
久
し
き
下
の
思
ひ
も
此
名
所
、
下
野
ノ
国
ト
云
ヘ
リ
、
或
名
寄
ニ
近
江
ノ
イ
フ
キ
ト
云
ヘ
リ
、
袖
中
抄
ニ
具
之
、
第
一
ノ
心
、
焼ヤク
レ
秋
ヲ
林
葉
ハ
火
還
テ
寒
ト
云
詞
ヲ
取
テ
、
此
山
ノ
紅
葉
シ
タ
ル
ヲ
見
テ
、
モ
ユ
ル
思
ひ
ノ
ア
リ
ト
云
所
ノ
名
モ
今
コ
ソ
シ
ラ
ル
レ
ト
云
心
也
、
六
帖
ニ
、
あ
ち
き
な
や
い
ふ
き
の
」一
一
山
の
さ
し
ま
草
を
の
か
お
も
ひ
に
身
を
こ
か
し
つ
ゝ
佐
良
之
奈
里
　
信
濃
は
る
か
な
る
月
の
都
に
契
り
あ
り
て
秋
の
夜
あ
か
す
さ
ら
し
な
の
さ
と
月
ノ
都
ハ
月
宮
也
、
雲
井
ハ
ル
カ
ナ
ル
月
ノ
都
ト
此
サ
ラ
シ
ナ
ノ
月
ハ
、
彼
お
は
す
て
山
に
て
る
月
を
み
て
ト
云
よ
り
、
月
ノ
名
所
ト
ナ
レ
リ
白
河
関
　
陸
奥
白
河
の
関
の
せ
き
守
い
さ
む
と
も
し
く
る
ゝ
秋
の
色
は
と
ま
ら
し
此
諌
は
制
止
ノ
心
也
、
イ
カ
ニ
関
守
ノ
禁
制
ス
ル
ト
モ
、
時
雨
モ
テ
行
秋
ノ
末
ヲ
ハ
エ
ト
メ
シ
ト
云
也
野
嶋
崎
　
近
江
　
淡
路
面
影
は
日
も
ゆ
ふ
く
れ
に
立
そ
ひ
て
野
嶋
に
よ
す
る
秋
の
う
ら
浪
本
歌
　
あ
つ
ま
ち
の
野
し
ま
か
さ
き
の
浜
風
に
わ
か
紐
ゆ
ひ
し
い
も
か
顔
の
み
面
影
に
み
ゆ
ト
ア
リ
、
此
面
影
ハ
、
故
郷
ノ
イ
モ
ヲ
思
ひ
出
セ
ル
ヨ
シ
也
、
─ 87 ─
日
も
夕
暮
ト
ハ
、
ワ
カ
紐
ユ
ヒ
シ
ト
云
詞
ヲ
取
テ
読
ル
也
、
此
所
ノ
浦
浪
ヲ
ミ
テ
モ
、
故
郷
ノ
恋
シ
サ
ノ
難
忘
ヨ
シ
ナ
リ
、
旅
心
也
明
石
浦
　
播
磨
燈
の
あ
か
し
の
お
き
の
と
も
舟
も
行
か
た
た
と
る
秋
の
ゆ
ふ
く
れ
万
葉
ニ
、
燈
の
あ
か
し
の
せ
と
ト
云
ヘ
リ
、
燈
ノ
ア
カ
シ
ト
云
ハ
ア
キ
ラ
カ
ナ
ル
所
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
秋
ノ
夕
暮
霧
タ
チ
ワ
タ
リ
、
行
ゑ
モ
マ
ヨ
フ
ト
云
也
、
秋
の
夕
霧
ト
云
本
モ
ア
リ
、
ト
モ
舟
ハ
前
後
ニ
漕
行
舟
ノ
体
也
阿ア
武フ
隈クマ
川
　
陸
奥
た
ち
く
も
る
あ
ふ
く
ま
川
の
霧
の
間
に
秋
を
は
や
ら
ぬ
関
も
す
へ
な
ん
本
歌
　
あ
ふ
く
ま
に
霧
た
ち
く
も
り
あ
け
ぬ
と
も
き
み
を
は
や
ら
し
ま
て
は
す
へ
な
し
ト
ア
リ
、
幸
此
川
ニ
霧
立
曇
ル
所
ナ
レ
ハ
、
秋
ノ
行
方
マ
ヨ
ヒ
テ
イ
ナ
ヌ
様
ニ
関
ヲ
ス
ヘ
ハ
ヤ
ト
云
也
、
此
所
ニ
沙
汰
ア
ル
本
歌
ハ
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
只
ヤ
ラ
シ
ト
云
詞
ニ
カ
ゝ
」一
二
リ
テ
関
ヲ
ス
ヘ
ン
ト
云
也
、
例
セ
ハ
、
家
隆
　
旅
ね
す
る
夢
路
は
ゆ
る
せ
う
つ
の
山
関
と
は
き
か
す
も
る
人
も
な
し
ト
ヨ
メ
ル
、
此
所
ニ
関
ノ
沙
汰
ナ
シ
、
始
而
読
出
セ
ル
詞
也
冬
十
首
清
滝
川
　
山
城
を
と
ま
よ
ふ
木
の
葉
時
雨
を
こ
き
ま
せ
て
い
は
せ
に
染
る
清
滝
の
浪
清
滝
ハ
所
々
ニ
ア
レ
ト
モ
、
此
川
ハ
嵐
山
ノ
麓
ノ
川
也
、
コ
キ
マ
セ
テ
ト
ハ
、
掻
交
テ
ト
云
心
也
、
下
句
ノ
心
、
イ
ハ
セ
ト
ハ
瀬
々
ノ
岩
間
ヲ
云
、
ソ
ノ
瀬
ノ
岩
ニ
木
ノ
葉
ノ
カ
ヽ
ル
ヲ
ミ
レ
ハ
、
清
キ
波
ヲ
唐
紅
ニ
染
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
ミ
ユ
ル
ト
云
也
（
大
森
　
生
惠
）
小
塩
山
　
同
国
朝
霜
も
し
ら
ゆ
ふ
か
け
て
お
ほ
は
ら
や
を
し
ほ
の
山
に
神
ま
つ
る
比
霜
月
会
ノ
事
也
、
三
四
句
、
大
原
ノ
ウ
チ
ニ
ヲ
シ
ホ
山
ア
レ
ハ
、
カ
ク
読
ル
也
住
吉
浦
　
摂
津
あ
は
ち
嶋
む
か
ひ
の
雲
の
村
時
雨
そ
め
も
及
は
ぬ
住
吉
の
松
住
吉
の
岸
に
む
か
へ
る
淡
路
嶋
ト
読
ル
ニ
ヨ
リ
テ
、
ム
カ
ヒ
ノ
雲
ト
云
ヘ
リ
、
淡
路
嶋
ヲ
廻
ル
時
雨
ノ
、
住
吉
ノ
松
マ
テ
ハ
降
モ
及
ハ
ヌ
程
ニ
、
松
ノ
色
ノ
カ
ハ
ラ
ヌ
ヨ
ト
云
也
交
野
　
河
内
か
り
人
の
か
た
の
ゝ
み
雪
う
ち
は
ら
ひ
と
よ
の
あ
か
り
に
あ
は
ん
と
や
す
る
と
よ
の
あ
か
り
ト
ハ
、
節
会
ニ
不
限
、
御
遊
ナ
ト
モ
云
ヘ
シ
、
是
モ
雉
ヲ
カ
リ
テ
御
遊
ニ
備
ヘ
ン
ト
云
心
ヲ
云
也
─ 88 ─
田
蓑
嶋
　
摂
津
を
き
あ
か
す
霜
そ
か
さ
な
る
旅
衣
田
蓑
の
嶋
は
き
て
も
か
ひ
な
し
本
歌
　
あ
ま
衣
た
み
の
ゝ
嶋
に
き
た
れ
と
も
名
に
は
か
く
れ
ぬ
物
に
そ
有
け
る
　
旅
ス
ル
人
ノ
霜
夜
ヲ
侘
テ
、
田
蓑
ト
云
所
ヲ
タ
ノ
ミ
テ
爰
ニ
来
タ
レ
ト
モ
、
寒
気
ヲ
フ
セ
ク
」一
三
事
ナ
ケ
レ
ハ
、
所
ノ
名
モ
カ
ヒ
ナ
シ
ト
云
心
也
有
乳
山
　
越
前
あ
ら
ち
山
峯
の
木
か
ら
し
さ
き
た
て
ゝ
雲
の
行
て
に
落
る
白
雪
此
山
、
殊
ニ
嵐
モ
ハ
ケ
シ
ク
寒
ス
ル
所
也
、
木
か
ら
し
さ
き
た
て
ゝ
ト
ハ
、
風
ニ
サ
キ
立
テ
雲
ノ
行
由
也
、
其
寒
雲
ノ
源
ヨ
リ
雪
ノ
落
ル
ト
云
ハ
、
一
段
寒
ス
ル
由
ヲ
イ
ハ
ン
ト
テ
ノ
詞
也
、
落
ル
ト
云
字
気
味
ア
リ
、
心
ヲ
付
テ
可
見
之
浮
嶋
原
　
駿
河
富
士
の
ね
に
め
な
れ
し
雪
の
積
り
き
て
を
の
れ
時
し
る
浮
嶋
か
原
富
士
ハ
イ
ツ
モ
雪
ノ
絶
ヌ
所
ナ
レ
ハ
目
馴
シ
ト
云
也
、
今
冬
ニ
成
テ
此
浮
嶋
ニ
雪
ノ
降
タ
ル
ヲ
ヽ
ノ
レ
時
シ
ル
ト
云
也
安
達
原
　
陸
奥
そ
な
た
よ
り
霞
や
し
た
に
い
そ
く
ら
む
あ
た
ち
の
ま
弓
春
は
隣
と
ソ
ナ
タ
ト
ハ
東
方
ヲ
サ
シ
テ
云
、
此
原
ハ
奥
州
也
、
下
ニ
ト
ハ
内
々
也
、
下
句
ノ
心
、
神
楽
ニ
、
み
ち
の
く
の
あ
た
ち
の
ま
弓
わ
か
ひ
か
は
末
さ
へ
よ
り
こ
し
の
ひ
に
ト
ア
リ
、
此
所
ヨ
リ
ハ
シ
メ
弓
ヲ
奉
ト
云
一
義
也
、
又
ハ
此
所
ニ
檀
マ
ユ
ミ
ノ
木
ア
リ
ト
云
、
あ
た
ち
の
ま
弓
紅
葉
し
に
け
り
ト
云
歌
ナ
ト
ハ
、
木
ヲ
サ
シ
テ
云
也
、
隣
ト
ハ
近
ト
云
也
因
幡
山
　
因
幡
　
美
濃
昨
日
か
も
秋
の
た
の
も
に
露
を
き
し
い
な
は
の
山
も
松
の
し
ら
雪
昨
日
か
も
さ
な
へ
と
り
し
か
い
つ
の
間
に
い
な
は
そ
よ
き
て
秋
か
せ
の
吹
此
歌
ヨ
リ
次
第
シ
テ
、
昨
日
ハ
稲
葉
ソ
ヨ
キ
シ
ヲ
ミ
ツ
、
今
ハ
此
山
ニ
雪
ノ
降
テ
ミ
ル
ト
云
也
、
名
所
ヲ
カ
ヤ
ウ
ニ
マ
ワ
シ
テ
読
事
、
所
不
覃
凡
慮
也
鏡
山
　
近
江
か
ゝ
み
山
う
つ
れ
る
な
み
の
影
な
か
ら
空
さ
へ
こ
ほ
る
有
明
の
月
此
山
ノ
影
ヲ
ウ
ツ
セ
ル
浪
ニ
、
月
モ
又
ウ
ツ
リ
ア
ヒ
テ
、
空
モ
ヒ
ト
ツ
ニ
氷
ル
ヤ
ウ
ニ
ミ
ユ
ル
ト
也
、
空
さ
へ
さ
え
や
わ
た
る
ら
ん
と
」一
四
云
歌
ア
リ
恋
廿
首
伏
見
里
　
山
城
笛
竹
の
伏
見
の
さ
と
は
名
の
み
し
て
い
つ
れ
の
世
に
か
ね
を
も
た
つ
へ
き
伏
見
ノ
里
ト
云
ヲ
臥
テ
見
ト
云
心
ニ
取
テ
、
イ
マ
タ
枕
ヲ
双
ル
事
モ
ナ
キ
程
ニ
、
イ
ツ
ノ
世
ニ
カ
フ
タ
リ
ネ
テ
、
カ
ク
思
シ
ト
云
事
ヲ
、
イ
ハ
ン
ト
云
心
ヲ
、
結
句
ニ
イ
ヘ
ル
也
ノカ ノカ
─ 89 ─
霞
浦
　
常
陸
春
霞
か
す
み
の
浦
を
行
舟
の
よ
そ
に
も
み
え
ぬ
人
を
恋
つ
ゝ
上
三
句
ハ
、
序
ナ
カ
ラ
春
霞
カ
ス
ミ
ト
重
タ
ル
ハ
、
下
ニ
ヨ
ソ
ニ
モ
ミ
エ
ヌ
ト
云
詞
ノ
ツ
ヨ
リ
ニ
読
ル
、
工
ニ
キ
コ
エ
タ
リ
、
不
見
恋
ノ
歌
也
、
惣
而
ノ
心
モ
チ
ニ
春
霞
カ
ス
ミ
ト
イ
ハ
ヽ
晴
テ
ト
云
ト
モ
猶
曇
ル
心
ノ
ア
ル
ヘ
シ
、
仮
令
、
霧
ノ
ハ
レ
テ
ミ
ル
ナ
ト
云
ト
モ
、
第
一
ノ
句
ノ
ヲ
モ
キ
詞
ニ
ヒ
カ
レ
テ
、
明
々
タ
ル
月
ト
ハ
見
ユ
ヘ
カ
ラ
ス
、
カ
ヤ
ウ
ノ
用
捨
肝
要
也
石
瀬
杜
　
大
和
神
な
ひ
の
い
は
せ
の
も
り
の
い
は
す
と
も
し
れ
か
し
下
に
つ
も
る
朽
葉
を
上
二
句
序
也
、
タ
ト
ヒ
詞
ニ
イ
ハ
ス
ト
モ
、
心
ノ
ウ
チ
ニ
籠
タ
ル
言
葉
ヲ
サ
ソ
ト
シ
レ
カ
シ
ト
云
也
、
言
葉
ヲ
朽
葉
ト
云
字
ニ
カ
ヘ
タ
ル
ハ
、
イ
ハ
テ
心
ニ
ク
タ
ス
由
ヲ
シ
ラ
セ
ン
ト
テ
ノ
詞
ツ
カ
ヒ
也
、
其
詞
妙
ナ
ル
者
也
筑
波
山
　
常
陸
あ
し
を
や
ま
や
ま
す
心
は
つ
く
は
ね
の
そ
か
ひ
に
た
に
も
み
ら
く
な
き
比
万
葉
　
つ
く
は
ね
を
そ
か
ひ
に
み
つ
ゝ
あ
し
を
山
ト
云
ヘ
リ
、
ソ
カ
ヒ
ト
ハ
ソ
ハ
ト
云
也
、
ソ
カ
ヒ
ニ
タ
ニ
ミ
ヌ
ト
ハ
、
ソ
ハ
目
ニ
モ
ミ
ヌ
由
也
、
み
ら
く
ハ
只
見
也
、
ス
テ
ス
心
ヲ
ツ
ク
セ
ト
モ
カ
リ
ニ
モ
ミ
ヌ
ト
云
心
也
袖
浦
　
出
羽
」一
五
袖
の
う
ら
た
ま
ら
ぬ
玉
の
く
た
け
つ
ゝ
よ
せ
て
も
と
を
く
か
へ
る
波
か
な
本
歌
　
つ
ゝ
め
と
も
袖
に
た
ま
ら
ぬ
白
玉
は
人
を
み
ぬ
め
の
な
み
た
な
り
け
り
ト
ア
リ
、
二
三
ノ
句
ハ
涙
ノ
多
ト
云
心
也
、
下
句
よ
せ
て
も
と
を
く
ト
ハ
、
逼
キ
テ
モ
又
別
テ
程
ヲ
隔
ル
ト
云
心
也
益
田
池
　
和
泉
人
心
い
と
ゝ
ま
す
た
の
池
水
に
う
へ
は
し
け
れ
る
名
を
う
ら
み
つ
ゝ
本
歌
　
う
き
草
の
う
へ
は
し
け
れ
る
ふ
ち
な
れ
や
深
き
心
を
し
る
ひ
と
の
な
き
ト
云
ヘ
リ
、
今
ノ
歌
、
上
ハ
シ
ケ
レ
ル
名
ト
ハ
、
浮
草
ノ
ウ
キ
ト
云
字
ヲ
ト
リ
テ
、
ウ
キ
事
ヲ
ウ
ラ
ム
レ
ハ
、
イ
ト
ヽ
マ
シ
テ
人
ノ
心
ノ
ウ
キ
ト
云
事
也
（
福
永
　
佳
子
）
高
師
浜
　
和
泉
　
紀
伊
あ
た
浪
の
た
か
し
の
浜
の
そ
な
れ
松
な
れ
す
は
か
け
て
我
恋
め
や
も
本
歌
　
音
に
き
く
た
か
し
の
浜
の
あ
た
浪
は
か
け
し
や
袖
の
ぬ
れ
も
こ
そ
す
れ
　
ア
タ
浪
ノ
ヤ
ウ
ナ
ル
人
ノ
タ
ノ
ミ
カ
タ
キ
ニ
馴
テ
、
今
ハ
ク
ヤ
シ
キ
由
也
、
中
々
ナ
レ
ス
ハ
、
カ
ク
カ
ケ
テ
モ
恋
マ
シ
キ
ト
云
心
ナ
リ
、
そ
な
れ
松
ハ
礒
ナ
レ
松
ナ
リ
、
今
ハ
只
イ
ツ
ク
ニ
テ
モ
松
ノ
名
ト
意
得
也
阿
波
手
杜
　
陸
奥
　
尾
張
か
た
糸
の
あ
た
の
玉
の
を
よ
り
か
け
て
あ
は
て
の
杜
に
露
消
ね
と
や
─ 90 ─
本
歌
　
か
た
い
と
を
こ
な
た
か
な
た
に
よ
り
か
け
て
あ
は
す
は
何
を
玉
の
を
に
せ
む
　
カ
タ
糸
ハ
ヨ
ハ
キ
物
ナ
レ
ハ
、
ア
タ
ノ
玉
ノ
ヲ
ト
云
也
、
カ
タ
イ
ト
ノ
ヤ
ウ
ニ
、
ア
ハ
ス
シ
テ
玉
ノ
ヲ
モ
消
ハ
テ
ヨ
ト
ヤ
思
フ
ト
恨
ル
中
也
志
賀
須
加
渡
　
参
河
秋
風
に
鳴
ね
を
た
つ
る
し
か
す
か
の
わ
た
り
し
浪
に
お
と
る
袖
か
は
秋
風
ニ
妻
恋
ス
ル
鹿
ノ
如
ク
ニ
、
ワ
レ
モ
ネ
ヲ
ノ
ミ
ナ
ケ
ハ
、
此
渡
ヲ
シ
タ
ル
人
ノ
袖
ヨ
リ
モ
ヌ
レ
マ
シ
タ
ル
ト
云
心
ヲ
、
ワ
タ
リ
シ
ニ
ヲ
ト
ル
袖
カ
ハ
ト
云
也
」一
六
浜
名
ハ
マ
ナ
ノ
橋
　
遠
近
江
東
路
や
は
ま
な
の
は
し
に
引
駒
も
さ
そ
待
わ
た
る
相
坂
の
せ
き
此
橋
ハ
遠
近
江
ノ
国
ナ
リ
、
此
国
ヨ
リ
駒
ヲ
奉
ル
也
、
其
駒
会
坂
マ
テ
イ
タ
ル
ヲ
所
期
ト
ス
ル
如
ク
、
ワ
レ
モ
逢
事
ヲ
限
リ
ト
ス
ル
カ
、
駒
ノ
心
ト
ヒ
ト
シ
キ
ト
云
由
ヲ
、
サ
ソ
待
ワ
タ
ル
ト
云
也
礒
間
浦
　
紀
伊
梓
弓
い
そ
ま
の
う
ら
に
ひ
く
網
の
め
に
か
け
な
か
ら
あ
は
ぬ
恋
哉
金
葉
　
か
く
は
か
り
恋
の
や
ま
ひ
は
お
も
け
れ
と
め
に
か
け
さ
け
て
あ
は
ぬ
君
か
な
ト
ア
リ
、
コ
レ
ハ
秤
ノ
目
ニ
カ
ク
ル
ト
云
也
、
今
ノ
歌
ノ
心
、
上
三
句
序
、
シ
リ
目
ナ
ト
ニ
見
ナ
シ
ナ
カ
ラ
ア
ハ
ン
ト
モ
セ
ヌ
ヲ
恨
ル
心
也
守
山
　
近
江
終
夜
夢
さ
へ
人
目
も
る
山
は
う
ち
ぬ
る
中
を
た
の
み
や
は
す
る
う
つ
ゝ
に
は
さ
も
こ
そ
あ
ら
め
夢
に
さ
へ
人
め
を
も
る
と
見
る
か
わ
ひ
し
さ
今
ノ
歌
ノ
心
、
夢
ノ
中
ニ
モ
人
メ
ヲ
憚
テ
、
思
フ
様
ニ
行
カ
ヨ
ハ
ヌ
ト
云
也
、
ウ
チ
ヌ
ル
中
ノ
夢
ヲ
タ
ノ
ミ
テ
モ
カ
ヒ
ナ
シ
ト
云
心
也
佐
野
布
奈
橋
　
上
野
こ
と
つ
て
よ
さ
の
ゝ
舟
橋
は
る
か
な
る
よ
そ
の
思
ひ
に
こ
か
れ
わ
た
る
と
か
み
つ
け
や
さ
の
ゝ
舟
橋
と
り
は
な
し
お
や
し
さ
く
れ
と
わ
れ
さ
か
る
か
へ
此
舟
橋
ノ
中
絶
テ
ヨ
ソ
ニ
物
ヲ
思
フ
心
ノ
程
ヲ
、
ナ
リ
ト
モ
セ
メ
テ
コ
ト
ツ
テ
ヲ
コ
セ
ヨ
ト
云
カ
ケ
タ
ル
也
、
相
思
フ
中
ノ
ヲ
モ
ハ
ヌ
隔
ヲ
恨
タ
ル
歌
也
安アサ
積カノ
沼ヌマ
上
野
　
陸
奥
い
か
に
せ
む
あ
さ
か
の
沼
に
お
ふ
と
き
く
草
葉
に
つ
け
て
落
る
涙
を
み
ち
の
く
古
今
恋
四
の
あ
さ
か
の
沼
の
は
な
か
つ
み
か
つ
み
る
ひ
と
に
恋
や
わ
た
ら
む
今
ノ
歌
ノ
心
、
カ
ツ
ミ
ル
ニ
付
テ
猶
涙
ノ
落
ル
ヲ
イ
カ
ヽ
セ
ン
ト
云
也
」一
七
松
嶋
　
陸
奥
深
る
よ
を
心
ひ
と
つ
に
恨
つ
ゝ
人
ま
つ
し
ま
の
海
士
の
も
し
ほ
火
待
夜
ノ
深
ル
ヲ
恨
テ
云
心
也
、
海
士
ノ
モ
シ
ホ
火
ニ
異
ナ
ル
儀
ナ
シ
、
松
嶋
ト
ハ
カ
リ
イ
ヘ
ハ
ヨ
ハ
キ
程
ニ
、
余
慶
ニ
ヲ
キ
タ
ル
也
─ 91 ─
緒
絶
橋
　
陸
奥
琴
の
ね
も
な
け
き
く
は
ゝ
る
契
と
て
を
た
え
の
橋
に
中
も
絶
に
き
わ古
ひ今
人
の
す
む
へ
き
や
と
ゝ
み
る
な
へ
に
な
け
き
く
は
は
る
琴
の
ね
そ
す
る
今
ノ
歌
、
契
モ
今
ハ
ナ
ケ
キ
カ
チ
ニ
成
テ
、
剰
緒
絶
ノ
橋
ノ
ヤ
ウ
ニ
我
中
モ
絶
行
ト
云
也
、
伯
牙
カ
絶
絃
ノ
心
在
之
、
ち
き
り
と
て
ハ
契
ト
ナ
リ
テ
也
三
態
野
（
マ
マ
）
浦
　
紀
伊
　
伊
勢
時
の
間
の
夜
半
の
衣
の
は
ま
ゆ
ふ
や
な
け
き
そ
ふ
へ
き
み
く
ま
の
ゝ
う
ら
ハ
マ
ユ
フ
ニ
思
フ
人
ノ
名
ヲ
書
テ
、
衣
ノ
間
、
筵
ノ
下
ナ
ト
ニ
シ
ケ
ハ
夢
ニ
ミ
ユ
ル
ト
云
也
、
其
心
ニ
テ
時
ノ
間
ノ
夢
ニ
ミ
エ
タ
ル
ハ
中
々
ナ
ケ
キ
ノ
添
身
ト
ナ
ル
ト
云
ヲ
、
三
熊
野
ト
ナ
ス
ラ
ヘ
タ
リ
、
此
三
熊
野
、
キ
ノ
国
又
伊
勢
ト
云
説
ナ
リ
、
大
部
ハ
キ
ノ
国
ヲ
用
タ
リ
鳴
海
ノ
浦
　
尾
張
よ
そ
人
に
な
る
み
の
海
の
八
重
霞
忘
れ
て
と
て
も
隔
て
は
て
ゝ
き
今
ハ
ヽ
ヤ
ヨ
ソ
人
ニ
成
ハ
テ
ヽ
、
海
上
遥
ナ
ル
ヤ
ウ
ナ
レ
ハ
、
縦
心
ニ
ハ
忘
レ
ス
ト
モ
逢
ミ
ル
事
ハ
叶
マ
シ
キ
ト
云
ヲ
、
隔
テ
ハ
テ
ヽ
キ
ト
イ
ヘ
リ
二
見
浦
　
伊
勢
　
但
馬
二
見
か
た
伊
勢
の
は
ま
お
き
し
き
た
へ
の
衣
手
か
れ
て
夢
も
む
す
は
す
神
風
や
伊
勢
の
は
ま
荻
お
り
し
き
て
旅
ね
や
す
ら
む
あ
ら
き
浜
辺
に
今
歌
ノ
心
、
衣
手
か
れ
て
ト
ハ
フ
タ
リ
カ
サ
ネ
シ
ヲ
、
袖
つ
く
ト
イ
ヘ
ハ
カ
ル
ヽ
ト
ハ
独
ネ
タ
ル
コ
ト
ヲ
云
、
ア
ラ
キ
浜
辺
ノ
独
臥
ナ
レ
ハ
夢
ニ
モ
不
見
ト
恨
ル
由
也
、
し
き
た
へ
ノ
タ
ヘ
ノ
字
ニ
心
ナ
シ
、
只
カ
タ
敷
ナ
ト
ノ
体
ナ
リ
、
此
は
ま
荻
ハ
」一
八
葦
也
名
取
河
　
陸
奥
名
と
り
川
心
に
く
た
す
埋
木
の
こ
と
は
り
し
ら
ぬ
袖
の
し
か
ら
み
名
と
り
河
瀬
々
の
埋
木
あ
ら
は
れ
は
い
か
に
せ
ん
と
か
あ
ひ
み
そ
め
け
む
心
ニ
ク
タ
ス
ト
ハ
、
我
名
ヲ
タ
テ
シ
ト
涙
ニ
柵
ヲ
カ
ク
ル
ヤ
ウ
ニ
ス
ル
也
、
其
理
ヲ
モ
シ
ラ
ス
流
ル
ヽ
涙
哉
ト
云
也
、
本
歌
ノ
心
ニ
成
カ
ヘ
リ
テ
云
ヘ
ル
歌
也
、
く
た
す
ト
云
詞
ニ
ツ
ヽ
ム
心
ノ
ア
ル
ヘ
キ
也
雑
廿
首
芳
野
川
　
大
和
よ
し
の
河
い
は
と
か
し
は
を
こ
す
浪
の
と
き
は
か
き
は
そ
我
君
の
御
代
万
葉
　
よ
し
野
川
い
は
と
か
し
は
と
と
き
は
な
す
我
は
か
よ
は
む
万
代
ま
て
に
ト
ヨ
メ
リ
、
石
ヲ
石
迹
柏
イ
ワ
ト
カ
シ
ワ
ト
云
ナ
リ
、
石
モ
波
モ
不
変
ノ
物
ニ
タ
ト
ヘ
テ
、
君
ノ
御
代
ノ
久
シ
キ
ヲ
云
也
（
島
村
　
佳
代
子
）
鈴
鹿
河
　
伊
勢
す
ゝ
か
河
や
そ
せ
ふ
み
わ
た
る
み
て
く
ら
も
君
か
代
な
か
く
千
世
の
長
月
─ 92 ─
み
て
く
ら
も
ト
ハ
、
九
月
ノ
奉
幣
也
、
コ
レ
モ
君
ヲ
祝
シ
テ
イ
ヘ
ル
歌
也
不
尽
山
　
駿
河
天
の
原
ふ
し
の
し
は
山
し
は
ら
く
も
煙
た
え
せ
す
雪
も
け
な
く
に
天
ノ
原
富
士
ト
ハ
、
高
キ
ニ
付
テ
置
枕
詞
也
、
し
は
山
ト
ハ
、
寒
気
ニ
木
草
ノ
生
ス
シ
テ
、
芝
ハ
カ
リ
ノ
ア
ル
故
也
、
暫
時
モ
煙
ト
雪
ト
ノ
絶
ヌ
ト
云
心
也
還
山
　
越
前
い
か
は
か
り
深
き
な
か
と
て
か
へ
る
山
か
さ
な
る
雪
を
と
へ
と
待
ら
ん
此
深
雪
ヲ
踏
分
テ
ト
ヘ
ト
待
ハ
、
イ
カ
程
契
リ
ノ
深
キ
中
ソ
ト
口
界
ヘ
云
カ
ケ
タ
ル
歌
也
、
と
へ
ト
云
字
カ
サ
ナ
ル
ニ
縁
語
也
、
千
載
　
梅
か
え
に
心
も
行
き
て
か
さ
な
る
を
し
ら
て
や
人
の
と
へ
と
い
ふ
ら
」一
九
む
ト
ア
リ
海
橋
立
　
丹
後
む
は
玉
の
夜
わ
た
る
月
の
す
む
さ
と
は
け
に
久
堅
の
あ
ま
の
は
し
た
て
此
所
殊
ニ
月
ノ
面
白
ケ
レ
ハ
、
ケ
ニ
久
方
ノ
天アマ
ト
云
ニ
ヨ
セ
ヨ
メ
ル
也
、
此
里
は
し
た
て
の
あ
た
り
を
云
明
日
香
川
　
大
和
さ
ゝ
れ
石
は
い
は
ほ
と
な
り
て
あ
す
か
川
渕
瀬
の
こ
ゑ
を
き
か
ぬ
御
代
哉
コ
レ
ハ
、
渕
変
作
瀬
之
声
、
寂
々
閉
口
、
砂
長
為
巌
之
頌
、
洋
々
満
耳
　
此
二
句
ヲ
モ
チ
テ
作
リ
タ
テ
タ
ル
歌
也
、
渕
瀬
ノ
声
ヲ
キ
カ
ヌ
ト
ハ
、
変
化
セ
ヌ
御
代
ヲ
祝
ス
ル
心
也
鳥
羽
　
山
城
末
と
を
き
と
は
た
の
南
し
め
し
よ
り
幾
世
の
花
に
み
ゆ
き
ふ
る
ら
ん
鳥
羽
田
ノ
南
ハ
今
ノ
水
無
瀬
ヲ
云
、
花
ノ
比
ナ
ト
ハ
、
殊
ニ
此
所
ニ
御
幸
ノ
ア
リ
シ
ヲ
云
ヘ
ル
下
句
也
辰
市
　
大
和
敷
嶋
の
み
ち
に
我
名
は
辰
の
市
や
い
さ
ま
た
し
ら
ぬ
や
ま
と
言
葉
な
き
名
拾
遺
恋
部
二
の
み
た
つ
の
市
と
は
さ
は
け
と
も
い
さ
ま
た
人
を
う
る
よ
し
も
な
し
人
丸
歌
　
今
ノ
歌
ノ
心
、
俊
成
卿
ニ
ヲ
シ
ツ
ヽ
キ
テ
宗
匠
タ
レ
ト
モ
、
敷
嶋
ノ
道
ノ
真
実
ヲ
ハ
不
極
ト
卑
下
シ
タ
ル
歌
也
、
此
市
大
和
ノ
名
所
ナ
レ
ハ
、
第
五
句
モ
其
便
リ
ナ
ル
詞
也
吹
飯
フ
ケ
イ
ノ
浦
　
和
泉
　
伊
勢
こ
す
浪
に
わ
か
世
ふ
け
ゐ
の
う
ら
み
き
て
う
ち
ぬ
る
夢
も
此
比
そ
み
る
官
位
ナ
ト
人
ニ
超
越
セ
ラ
レ
テ
、
我
齢
モ
フ
ケ
ユ
ク
恨
ノ
ア
リ
シ
カ
、
此
頃
其
望
叶
ヒ
テ
、
心
安
ク
夢
ヲ
モ
ミ
ル
ソ
ト
イ
ヘ
ル
也
、
昇
進
次
第
追
而
可
勘
之
布
引
滝
　
摂
津
─ 93 ─
布
曳
の
滝
に
袂
を
あ
ら
そ
ひ
て
わ
か
年
浪
の
い
つ
れ
た
か
け
ん
わ
か
よ
伊
勢
物
語
を
は
け
ふ
か
明
日
か
と
ま
つ
か
ひ
の
涙
の
滝
と
い
つ
れ
」二
〇
た
か
け
む
ト
ア
リ
、
今
ノ
歌
、
二
三
句
ハ
滝
ニ
涙
ノ
ア
ラ
ソ
フ
心
也
、
高
年
ニ
成
テ
、
滝
ノ
タ
カ
サ
ニ
ク
ラ
フ
ル
由
也
、
此
滝
ノ
高
サ
二
十
丈
、
広
サ
五
丈
ハ
カ
リ
ト
ア
リ
、
老
後
述
懐
ノ
歌
也
長
柄
橋
　
同
国
さ
も
あ
ら
は
あ
れ
名
の
み
な
か
ら
の
橋
は
し
ら
朽
す
は
今
の
人
も
し
の
は
し
此
橋
朽
ス
ハ
、
中
々
カ
ク
忍
フ
事
ハ
ア
ラ
シ
、
名
ヲ
ナ
カ
ク
ト
ヽ
ム
ル
コ
ソ
遠
而
規
模
ナ
レ
ト
云
也
玉
川
里
　
陸
奥
手
つ
く
り
や
さ
ら
す
か
き
ね
の
朝
露
を
つ
ら
ぬ
き
と
め
ぬ
玉
河
の
里
万
葉
　
玉
川
に
さ
ら
す
手
つ
く
り
さ
ら
に
昔
の
人
の
恋
し
き
や
な
そ
　
手
ツ
ク
リ
ト
ハ
布
ノ
名
也
、
朝
露
ト
ハ
、
布
ヨ
リ
落
ル
雫
ヲ
云
、
布
ヲ
曝
ス
ト
テ
ハ
、
水
ヨ
リ
引
ア
ケ
テ
干
ユ
ヘ
ニ
露
ノ
落
ル
ヲ
云
歟
生
浦
　
伊
勢
何
ゆ
へ
か
そ
こ
の
み
る
め
も
生
の
浦
に
あ
ふ
事
な
し
の
名
に
は
立
ら
む
お
ふ
の
浦
に
か
た
え
さ
し
お
ほ
ひ
な
る
な
し
の
な
り
も
な
ら
す
も
ね
て
か
た
ら
は
ん
　
コ
レ
程
ミ
ル
メ
モ
生
ル
浦
ヲ
、
逢
事
ナ
シ
ト
ハ
カ
リ
ハ
、
何
故
名
ノ
立
ツ
ト
云
也
佐
夜
中
山
ノ
ナ
カ
ヤ
マ
遠
近
江
関
の
戸
を
さ
そ
ひ
し
人
は
出
や
ら
て
有
明
の
月
の
さ
や
の
中
山
親文集
故
ハ
適
ハ
シ
メ
テ
廻
レセ
ム
駕
ヲ
妻
奴ヌ
ハ
未
タ
出
レ
関
ヲ
鳳
凰
池
上
ノ
月
送
レテ
我
ヲ
入
二
商
山
ニ
一
二
ノ
句
ハ
、
妻
奴
ノ
関
マ
テ
モ
ヲ
ク
ラ
ヌ
ヲ
恨
心
也
、
只
月
ノ
ミ
此
山
マ
テ
送
リ
来
レ
ル
ソ
ト
云
心
也
、
此
歌
ヲ
家
隆
卿
見
テ
、
此
文
集
ノ
詩
ノ
心
ナ
リ
ト
褒
美
セ
シ
ト
イ
ヘ
リ
、
或
抄
ニ
さ
夜ヨ
の
中
山
ト
ア
リ
嵯
峨
野
　
山
城
む
す
ひ
を
き
し
秋
の
さ
か
の
ゝ
い
ほ
り
よ
り
床
は
草
葉
の
露
に
な
れ
つ
ゝ
上
句
ハ
小
倉
ノ
山
庄
ノ
事
ヲ
イ
ヘ
リ
、
此
庵
ハ
、
床
ニ
草
葉
ヲ
」二
一
敷
、
露
ニ
ノ
ミ
馴
ル
ヽ
ト
云
歌
也
角
田
川
　
下
総
　
駿
河
水
茎
の
跡
か
き
な
か
す
す
み
た
川
こ
と
つ
て
や
ら
ん
人
も
と
ひ
こ
す
文
ヲ
カ
ク
墨
ト
ツ
ヽ
ケ
タ
リ
、
伊
勢
物
語
ニ
、
ウ
ツ
ノ
山
ニ
テ
ハ
文
カ
キ
テ
ツ
ク
ト
ア
レ
ト
モ
、
此
渡
ニ
テ
ハ
、
サ
ヤ
ウ
ノ
事
モ
ミ
エ
ヌ
ヲ
ト
リ
テ
イ
ヘ
ル
下
ノ
句
也
志
加
麻
市
　
播
磨
は
れ
ぬ
間
に
ま
つ
朝
霧
を
た
ち
こ
め
て
し
か
ま
の
市
に
出
る
さ
と
人
市
ニ
ハ
霧
ノ
ミ
立
テ
、
四
方
ヨ
リ
人
ノ
出
ル
ヲ
ミ
レ
ハ
、
霧
ヲ
中
ニ
立
コ
メ
タ
ル
ヤ
ウ
ナ
ル
ト
云
風
情
也
─ 94 ─
ス
若
ワ
カ
ノ
浦
　
紀
伊
よ
り
く
へ
き
か
た
も
な
き
さ
の
も
し
ほ
草
か
き
つ
く
し
て
し
和
歌
の
浦
浪
歌
ヲ
思
案
ス
ル
ニ
、
悉
ク
先
賢
ノ
読
ツ
ク
シ
タ
レ
ハ
、
心
ニ
ヨ
リ
ク
ヘ
キ
風
情
モ
ナ
シ
ト
云
心
也
相
坂
関
　
近
江
君
に
猶
あ
ふ
さ
か
山
も
か
ひ
そ
な
き
杉
の
ふ
る
葉
に
色
し
み
え
ね
は
後
鳥
羽
院
ノ
御
代
、
歌
道
繁
昌
ノ
折
節
ナ
レ
ト
モ
、
ワ
カ
言
葉
ハ
フ
ル
葉
ノ
ヤ
ウ
ニ
テ
、
色
ア
ル
風
情
モ
ナ
ケ
レ
ハ
、
ソ
ノ
カ
ヒ
ナ
シ
ト
云
心
也
御
津
浜
松
　
摂
津
ま
ち
恋
し
昔
は
今
も
し
の
は
れ
て
か
た
み
久
し
き
み
つ
の
浜
松
い
さ
子
と
も
は
や
日
の
も
と
へ
お
ほ
と
も
の
み
つ
の
は
ま
松
ま
ち
こ
ひ
ぬ
ら
む
　
万
葉
ノ
時
代
ニ
、
モ
ロ
コ
シ
ニ
テ
、
此
松
ヲ
ト
ク
見
タ
キ
ト
云
心
ノ
ア
リ
シ
昔
ヲ
、
今
又
忍
フ
ト
云
也
、
其
時
ノ
カ
タ
ミ
ノ
松
、
今
ニ
久
シ
ク
ノ
コ
レ
リ
ト
自
愛
ス
ル
由
也
、
此
カ
タ
ミ
ト
ハ
、
松
ヲ
サ
シ
テ
云
ナ
リ
」二
二
右
百
首
者
以
師
説
取
申
入
之
御
聞
書
也
一
覧
之
処
大
方
雖
無
相
違
短
才
之
言
上
非
無
恐
憚
深
被
制
外
見
而
己
享
禄
元
年
十
月
廿
八
日
法
印
経
厚
上
（
高
橋
　
典
子
）
（
し
ま
む
ら
　
か
よ
こ
／
大
学
院
特
別
研
究
員
）
（
き
し
も
と
　
め
ぐ
み
／
博
士
後
期
課
程
三
年
在
籍
）
（
こ
し
ば
　
り
ょ
う
こ
／
博
士
後
期
課
程
三
年
在
籍
）
（
ふ
く
な
が
　
よ
し
こ
／
博
士
後
期
課
程
二
年
在
籍
）
（
う
め
は
ら
　
か
よ
／
平
成
一
五
年
度
博
士
前
期
課
程
修
了
）
（
お
お
も
り
　
い
く
え
／
平
成
一
五
年
度
博
士
前
期
課
程
修
了
）
（
た
か
は
し
　
の
り
こ
／
博
士
前
期
課
程
二
年
在
籍
）
─ 95 ─
